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出海小屋体の前で完成を喜ぶ児童たち

学
校
@
社
会
体
育

の
中
核
に

出
海
小
学
校
の
み
ん
な
が
待
ち
望
ん

で
い
た
屋
内
運
動
場
が
一
月
三
十
一
日

完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
株
式
会
社
一
宮
工
務
官
が

昨
年
八
月
十
五
日
に
着
工
し
て
、

一
年

が
か
り
で
完
成
し
た
も
の
で
、
総
事

業
費
一
億
四
百
五
十
万
円
、
建
築
面

積
六
八
二
・
九

O
平
方
川
、
鉄
骨
造

り
二
階
建
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

落
成
式
は
同
体
育
館
で
三
月
一
日
に

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
ス
ポ

ー
ツ
を
通
ピ
て
、
健
康
守
つ
く
り
に
励
む

と
と
も
に
青
少
年
の
非
行
防
止
に
も
役

立
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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国鉄最後のダイヤ改正

国
鉄
最
後
の
ダ
イ
ヤ
改
正

三
月
二
十
三
日

国
鉄
四
国
総
局
は
、
三
月
二
十
三
日

か
ら
の
新
ダ
イ
ヤ
を
次
の
よ
う
に
発
表

し
ま
し
た
。

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
四
月
一
日

か
ら
営
業
を
開
始
す
る
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
へ
の
経
営
移
譲
に
伴
い
沿
線

住
民
の
要
望
を
組
み
入
れ
た
国
鉄
最
後

の
ダ
イ
ヤ
改
正
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。当
海
岸
線
に
つ
い
て
も
現
行
の
ダ
イ

ヤ
(
昨
年
十
一
月
一
日
改
正
)
で
廃
止

と
な
っ
た
早
朝
の
長
浜
駅
始
発
便
(
午

国鉄予讃本線(海岸線)時刻表(改正)
62. 3. 23実施

行先 八幡浜発 大洲発 白j竜発 出石発 長浜発 喜多灘発 松山着 備考

松山 5 : 53 6: 01 7: 05 増便

伊予北条 5 : 32 5: 57 6 : 18 6 : 24 6 : 31 6: 39 7: 39 

松山 6 : 25 6 : 49 7: 09 7 : 15 7: 25 7: 33 8: 34 

松山 8: 29 8: 47 8 : 53 8: 58 9: 06 10 : 05 

松山 9 : 53 10: 12 10 : 17 10: 28 10: 35 11 : 30 

松 山 11 : 09 11 : 28 11 : 33 11 : 39 11 : 46 12: 42 

伊予北条 12 : 14 12 : 37 12 : 55 13 : 00 13 : 06 13 : 13 14: 13 

松 山 13 : 20 13 : 44 14: 08 14 : 13 14: 19 14: 26 15: 46 

松 山 14: 52 15 : 20 15 : 40 15 : 45 15 : 57 16: 04 17: 02 

伊予北条 16: 22 16: 48 17 : 10 17 : 15 17 : 21 17 : 28 18: 43 

松山 18: 16 18: 48 19 : 12 19 : 18 19 : 23 19 : 31 20: 39 

松 山 20: 07 20: 28 20: 34 20: 39 20: 46 21 : 57 

上り

前
五
時
五
十
三
分
)
が
復
活
し
、
ま
た

土
曜
日
の
中
、
高
校
生
の
下
校
時
に
合

わ
せ
た
下
り
便
(
長
浜
発
午
後
一
時
七

分
)
が
増
便
と
な
り
、
通
勤
、
通
学
、

通
院
な
ど
現
行
よ
り
更
に
改
善
さ
れ
た

利
用
し
易
い
時
刻
改
正
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
会
社
「
四
国
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
」
の
ダ
イ
ヤ
も
今
後
の
経
営
如
何

に
よ
っ
て
は
、
将
来
、
過
度
の
合
理
化

な
い
し
、
著
し
い
減
便
と
い
う
局
面
を

迎
え
る
お
そ
れ
が
多
分
に
あ
り
ま
す
。

町
と
し
て
も
海
岸
線
の
存
続
に
は
強

力
に
対
処
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
通
勤
、
通
学
、
通
院
を
は
じ

め
、
社
会
わ
よ
び
家
族
旅
行
等
で
町
外

に
お
出
か
け
の
と
き
は
、
ぜ
ひ
海
岸
線

を
利
用
し
て
頂
く
と
と
も
に
今
後
も

存
続
運
動
に
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

切
符
購
入
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
長

浜
駅
(
密
臼
1
0
1
5
6
)
白
滝
駅
(
密

日
1
0
2
1
0
)
ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

海
岸
線
今
日
も
未
来
も
必
要
路
線

下り

行先 松山発 喜多灘発 長浜発 出石発 白j竜発 大社1'1発 八幡浜着 備考

宇和島 6 : 05 6 : 11 6: 24 6: 52 7 : 17 

宇和島 6 : 18 7 : 16 7: 26 7 : 32 7: 37 7: 55 8 : 19 

伊予大洲 7: 40 8: 48 9: 00 9: 05 9: 11 9: 28 

伊予大洲 9: 20 10 : 19 10 : 31 10 : 36 10: 42 11 : 00 

八幡浜 11 : 49 12 : 56 13 : 07 13 : 12 13 : 18 13 : 43 14: 07 増便

伊予大洲 12: 48 13: 47 13 : 56 14 : 01 14: 07 14: 23 

宇和島 14 : 16 15 : 16 15 : 24 15 : 30 15 : 38 15 : 56 16 : 18 

八幡浜 15 : 53 16 : 49 16 : 57 17 : 03 17: 09 17 : 26 17 : 49 

八幡浜 17 : 03 18: 04 18 : 12 18 : 18 18: 24 18: 44 19 : 14 

八幡浜 17: 48 18 : 51 18 : 59 19 : 05 19: 11 19 : 29 19 : 53 

八幡浜 19 : 07 20: 06 20 : 15 20 : 21 20: 27 20: 46 21 : 07 

伊予長浜 20: 21 21 : 22 21 : 29 

伊予大洲 21 : 38 22 : 34 22 : 42 22: 47 22: 52 23 : 09 

長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
二
月

五
日
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

請
負
契
約
(
変
更
)
の
締
結
案
件
五
件

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
負
契
約
(
変
更
)
の
締
結
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

喜
多
漁
港

改
修
工
事
な
ど

昭
和
六
十
一
年
度
喜
多
漁
港
地
域
改

善
対
策
改
修
工
事
(
分
割
二
)
は
、
四

千
三
百
一
一
十
一
立
万
円
で
有
限
会
社
長
浜

建
設
と
、
昭
和
六
十
一
年
度
櫛
生
漁
港

局
部
改
良
工
事
(
分
割
二
)
は
、
四
千

百
五
十
万
円
、
昭
和
六
十
一
年
度
農
林

業
地
域
改
善
対
策
事
業
高
峰
農
道
新
設

工
事
は
二
千
九
百
七
十
万
七
千
円
で
株

式
会
社
清
水
建
設
と
請
負
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
度
沖
浦
漁
港

改
修
工
事
(
分
割
二
は
、
八
千
九
百

十
二
一
万
六
千
円
、
昭
和
六
十
一
年
度
喜

多
漁
港
漁
業
集
落
環
境
整
備
工
事
は
、

四
千
七
百
十
五
万
円
で
株
式
会
社
西
田

興
産
と
そ
れ
ぞ
れ
請
負
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

'̂ 
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す選日
挙(日)



一 3

情故時的斡叫指事噂眠草四都品帥市温温色

駐
車
違
反
に
は
厳
し
い
措
置

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

四
月
一
日
か
ら

一一 一一道路交通法の改正・肱JII水系ダム現地視察圃圏一一

交
通
事
故
を
減
ら
し
、
安
全
な
交
通

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
道
路
交
通
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
四
月
A

日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
主
な

改
正
点
は
次
の
通
り
で
す
。

L
罰
金
は
二
倍
、
反
則
金
の
額
は
約
一
・

五
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

罰
金
が
一
一
倍
、
反
則
金
は
約
一
・
五
倍

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
駐
停
車

違
反
に
対
す
る
反
則
金
に
つ
い
て
は
、

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

違
反
点
数

①
駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
:
・
:
2
点

②
駐
車
禁
止
場
所
等
違
反
・
E

E

-

-

E

・e
・
-
点

③
速
度
超
過
お
キ
ロ
以
上
初
キ
ロ
未
満

:
・
3
占山

④
速
度
超
過
却
キ
ロ
以
上
回
キ
ロ
未
満

・

6
占山

反

則

金

①
速
度
超
過
却
キ
ロ
以
上
回
キ
ロ
未
満

現
行
一
万
円
↓
改
正
一
万
五
千
円

②
駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反

現
行
五
千
円
↓
改
正
一
万
二
千
円

Z
交
通
反
則
通
告
制
度
(
青
キ
ッ
プ
)

の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

交
通
反
則
通
告
制
度
と
は
、
交
通
違

反
行
為
の
う
ち
、
比
較
的
軽
い
も
の
に

つ
い
て
、
一
定
期
間
内
に
郵
便
局
や
銀

行
に
定
額
の
反
則
金
を
納
め
れ
ば
、
裁

判
所
の
審
査
を
受
け
な
い
で
事
件
が
処

理
さ
れ
る
も
の
で
す
。

過
去
一
年
以
内
に
免
停
処
分
等
を
受

け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
反
則
行
為
も
、
す

べ
て
反
則
通
告
制
度
の
対
象
と
な
り
、

反
則
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ー
違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
が
強
化
さ

れ
ま
す
現
場
に
運
転
者
が
い
な
い
違
法
駐
車

車
両
に
は
、
移
動
命
令
等
の
ス
テ
ッ
カ

ー
が
は
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
レ

y
カ
1

業
務
が
活
発
と
な
り
、
違
法
駐
車
車
両

は
よ
り
迅
速
に
、
効
古
学
的
に
レ

y
カ

i

移
動
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
ら
れ
た
ら

す
ぐ
に
車
を
移
動
し
て
、
そ
の
こ
と

を
警
察
官
な
ど
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
無
断
で
は
が
す
と
、

二
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

新
た
に
、
違
法
駐
車
車
両
の
レ
ッ
カ

l
移
動
と
保
管
を
行
う
公
安
委
員
会
指

定
の
公
益
法
人
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

札
パ
ー
キ
ン
グ
。
チ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
短

時
間
駐
車
が
で
き
ま
す

パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
に
加
え
て
、

新
た
に
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
に
よ

る
短
時
間
の
路
上
駐
車
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
よ
り
有
料
で
チ

ケ
ッ
ト
発
給
を
受
け
、
こ
れ
を
車
の
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
内
側
等
、
前
方
か
ら

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
掲
示
し
て
、
標
識

で
指
定
さ
れ
た
医
聞
の
道
路
に
駐
車
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

l
ル
を
守
っ

て
、
死
亡
事
故
の
な
い
明
る
い
町
を
築

き
ま
し
ょ
う
。

&違法駐車率両に取り付ける

ステッカー

少
年
非
行
と
家
出
の
防
止

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
非
行

に
陥
っ
た
り
、
家
出
し
た
り
す
る
少
年

が
多
く
な
り
ま
す
。
子
供
の
外
出
先
を

常
に
確
か
め
、
帰
宅
時
聞
を
聞
い
て
そ

れ
を
守
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

長
浜
町
及
び
長
浜
町
議
会
(
二
卜
二

人
)
で
は
、
二
月
十
三
日
に
肱
川
水
系

ダ
ム
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
設
省
、
愛
媛
県
、
中
予

地
区
利
水
市
町
で
一
方
的
に
進
め
ら

れ
、
肱
川
流
域
関
係
市
町
村
に
何
等
説

明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
ま
で
取
り

組
ま
れ
て
き
た
河
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画

に
対
す
る
勉
強
会
を
一
月
十
九
日
、
町

体
育
館
で
開
催
し
、
更
に
詳
し
く
調
査

研
究
す
る
た

め
に
現
地
視

察
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

視
察
地
は
、

大
洲
第
一
水

位
観
測
所
(
大

洲
市
柚
木
)
、

鹿
野
川
ダ
ム
、

野
村
ダ
ム
と

河
辺
川
ダ
ム

予
備
調
査
地

点
(
肱
川
町

山長造豆、

石
橋
地
区
を

視
察
し
た
も

の
で
、
視
察

地
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
ダ
ム

の
概
要
と
管

家
出
を
し
た
と
み
ら
れ
る
と
き
は
、

平
く
警
察
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

現
地
視
察
を
実
施

河辺mダム

肱
川
川
水
系
、
タ
ム
傘
、
ど

理
状
況
の
説
明
を
聞
く
と
と
も
に
、
熱

心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
視
察
に
よ
る
現
地
の

状
況
を
踏
ま
え
、
当
町
の
将
来
を
大
き

く
左
右
す
る
今
回
の
河
辺
川
ダ
ム
建
設

計
画
の
内
容
を
十
分
に
把
握
し
、
後
顧

に
憂
を
残
さ
な
い
よ
う
町
、
議
会
が
一

体
と
な
っ
て
諸
般
の
調
査
、
研
究
を
行

っ
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ダム建設が予定されている山鳥坂地先を視察する関係者
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昭和61年火災@救急の概況 e長浜文芸臨一 一 一

火
グく

は
増
加
、
救
急
は
減
少

間
昭
和
制
年
火
災
@
救
急
の
概
況

昨
年
長
浜
町
で
は
、
九
件
の
火
災
が

発
生
し
、
約
一
千
万
円
の
貴
重
な
財
産

が
灰
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
に

は
町
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
も
あ
い
ま

っ
て
無
火
災
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
だ
け
に
残
念
で
す
。

こ
の
九
件
の
火
災
の
主
な
原
因
は
、

た
ば
こ
、
風
呂
か
ま
ど
、
た
き
火
の
火

の
不
始
末
で
す
。

ま
た
、
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
「
つ
い

う
っ
か
り
し
て
」
「
つ
い
油
断
し
て
」
と

い
っ
た
ウ
ッ
カ
リ
型
の
事
故
で
し
た
。

火
災
の
大
半
は
人
災
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
注
意
が
あ
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
、
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
救
急
出
勤
は
、
二
百
二
十
一

件
、
描
送
人
員
は
二
百
七
人
で
し
た
。

こ
れ
を
前
年
と
比
べ
て
み
る
と
、
出
動

件
数
で
二
十
一
日
伴
、
搬
送
人
員
で
三
十

¥ bf-A./ X. "';l!ιr 
ι之主

五
人
減
少
し
ま
し
た
。

事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
百
九
件
と

例
年
同
様
最
も
多
く
、
次
い
で
一
般
負

傷
の
四
十
三
件
、
交
通
事
故
の
三
十
一

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
風
邪
な
ど
の
緊

急
で
な
い
傷
病
で
教
急
車
を
利
用
し
た

人
が
、
昭
和
六
十
年
に
は
全
体
の
三
三

パ
ー
セ
ン
ト
あ
っ
た
も
の
が
、
昨
年
は

大
幅
に
減
少
し
、
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
救
急
車
の
適
正
な
利
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和例年地区剃火災@救急の概況

誌と 長浜 今坊 櫛生 出海 大和 白滝 合計
火災 5 件 。件 。件 。件 1件 3 件 9件

救急 111 11 17 12 28 42 221 

直言

~ 
圃
閣

ー
出
海
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
H
U

蜜
柑
出
荷
終
り
し
倉
庫
の
片
隅
に
空
の

キ
ャ
リ
ー
を
整
然
と
積
む
池

田

蓉

子

象
の
櫨
リ
ス
猿
の
櫨
陽
の
差
せ
ば
幼
な

き
孫
と
園
を
廻
り
ぬ

3

1

1

 

私

匠

割

吹
き
募
る
風
に
舞
ひ
込
む
ぼ
た
ん
雪
撰

り
し
伊
予
柑
の
上
に
か
か
れ
る
西

山

晶

子

美
し
き
文
字
で
書
か
れ
し
年
賀
状
差
出

人
の
名
前
も
な
く
て

平

見

朝

子

結
納
の
箱
を
抱
へ
て
子
の
話
聞
き
つ
つ

歩
く
大
阪
の
街

1J:殺事支持時禍:
松本伊代ちゃん(沖浦)

田
丸

富
枝:

老
い
た
れ
ば
老
い
た
る
ま
ま
の
吾
が
思

ひ
素
直
に
詠
は
ん
と
思
ふ
べ
く
な
り
ぬ

本

国

信

子

老
人
の
比
率
年
毎
に
高
し
と
ふ
声
老
い

て
ゆ
く
身
に
は
き
び
し
き
本
田
重
太
郎

寸
i
j町
内
引
け
主
貝
J

J

W

1

っ
て
い
た

fこ
い
た
わ
か
一

守

げ

で

、

六

十

年

度

は

三

一

町
千
八
百
二
十
五
万
二
千

4φ

九
百
八
十
七
円
の
タ
バ

コ
コ
消
費
税
が
町
の
台
所

バ
に
入
り
ま
し
た
。

f々

こ
れ
か
ら
も
夕
、
パ
コ

を
買
う
と
き
は
町
内
で

買
っ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

(す欲くたでわのやま思のえ同でても
父ねし育くもん世はせい子ら姓つは初
11 0 い つまいぱのりんやでれ fnJけあめ
松 ででしいく呪今がりすま名たりま
本一一一一一一、一二盟問由一一、の 。すにのまし
信轟襲撃麓韓議襲撃襲欝欝欝翠舗あ将が周っせて
欝羅畿鍾議議韓議璽韓議議欝欝護る来 、固とん 。
さ露襲欝鐘議議欝襲警察議護憲鍾騒襲撃子は好も問 。松
ん欝議議議饗欝纏畿勢鶏欝欝麓璽轄に 、奇ひやかお本
29援欝墾欝襲養毅務総懇幾懇鐘饗鑓額育み心つれ父伊
歳麟譲議選饗畿摺繍翠謹議題欝つん 、くたさ代
議欝護符F蓬議雪量懇談懇懇欝震努議室覇てな食 り りんで
士辻勢警察濯機議鐙野 懇襲警欲か欲/fしがす
11 議持議議震日鞠しらのよま伊 j
裕万三謀議襲議襲撃襲 !ぃ好旺くす代:
美 同暴露議選議議長率去三憾なか盛男がちと
子議萎翠議議議獲饗欝襲護協箆議設警どれなの 、やしミ
さ総懇議議譲麓欝議議欝鐙教室議議選望るか子全んつ
ん麟麟鱒欝鍾鱗議議機繍みやわ lこくので
29翠盤整襲警察較で繁%台瀬盤整醤はさしミま偶フも

空昭和61年3月20日生まれつぶいセ然ア歌
き 、女 υーのン手
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一
円
の
初
仕
事
が

排
尿
だ
と
す
る
と
、

次
の
仕
事
は
洗
顔
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
手
、
の

vM
に
鏡

に
映
る
自
分
の
顔
を

観
察
し
て
、
ヘ
ル
ス
・

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ

ス
ノ
ム
μ

。
ア
ル
バ
ム
の
古
い

写
真
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
十
年
も
た

て
ば
人
聞
の
顔
は
か
な
り
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
変
化
は
、
一
口
一
日
の
積

み
重
ね
の
上
で
で
き
上
が
っ
た
も
の
な

の
で
だ
れ
も
毎
日
の
変
化
に
は
な
か
な

か
気
が
つ
き
ま
せ
ん
の

し
か
し
、
山
つ
う
で
は
気
づ
か
な
い

よ
う
な
少
し
ば
か
り
の
変
化
で
も
、
ロ

ご
ろ
の
わ
ず
か
な
相
続
綴
鱗
童

努

力

で

正

確

に

見

ぷ

弓

臨

島

国

l
j
L
副
ヱ
甲
田

足

せ

る

よ

う

に

鵬

輔

止

理

d
i悶
悶
守

な

り

ま

す

。

輔

樹

園

顔
の
変
化
で
見
臨
闘
醐
盤

分
け
る
健
康
状
態
副
島
踊

顔
人
主
体
に
つ
い
て
よ
く
観
察
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
円
を
開
け
た
り
閉
じ
た
り
、

百
面
相
を
鏡
の
前
で
や
っ
て
み
ま
寸
c

そ
う
す
れ
ば
、
毎
日
同
じ
顔
を
し
て
い

た
と
思
っ
て
い
た
自
分
の
顔
が
、
微
妙

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

す。
給
料
日
の
朝
の
顔
、
寝
不
足
の
と
き

の
顔
、
心
配
ご
と
が
あ
る
と
き
の
顔
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
ど
の

よ
ラ
な
顔
が
心
身
と
も
に
調
子
の
良
い

と
き
の
顔
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今日も元気で。今月の日曜当直霞 P

さ
ら
に
、
日
の
輝
き
や
眼
球
の
臼
い

部
分
の
色
、
自
の
周
岡
の
状
態
、
皮
膚

の
色
つ
や
な
ど
を
ふ
だ
ん
か
ら
観
察
し

て
お
け
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
を
見
分

け
る
ご
と
が
で
き
ま
す
3

ま
た
、
口
を
開
け
て
鏡
を
見
れ
げ
、

舌
の
色
や
の
ど
の
周
辺
ま
で
見
る
三
と

が
で
き
ま
す
。
日
げ
の
色
も
毎
日
変
化
し

て
い
る
ζ

と
が
発
見
で
き
る
で
し
ょ
う
。

百
彊
和

調
子
が
変
だ
と
感
じ
た
ら

生
活
態
度
の
反
省
を

化
粧
が
女
性
の
身
だ
し
な
み
だ
と
す

れ
ば
、
男
性
は
ひ
げ
を
そ
合
こ
と
が
日

課
で
す
。
化
粧
の
の
り
が
よ
い
と
か
、

カ
ミ
ノ
リ
当
た
り
が
よ
い
と
き
に
は
、

体
の
制
r
T
が
よ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

毎
朝
川
じ
化
権
品
、
同
ピ
カ
ミ
ソ
リ
を

使
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
も
調
子
が
交

だ
と
い
う
と
き
に
は
、
前
日
の
生
活
や

睡
眠
時
間
と
の
関
係
を
考
え
て
み
主
し

ょ、つ。わ
ず
か
を
笠
化
を
す
寸
病
気
と
勘
違

い
し
た
り
、
あ
わ
て
て
医
者
の
所
に
か

け
つ
け
る
前
に
、
前
日
の
生
活
態
度
を

反
省
し
て
み
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

貰
禄
は
腹
を
山
山
す
よ
り

汗
を
出
せ

摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
消
費
エ
、
平
ル
ギ
ー

を
上
回
る
と
、
余
分
な
カ
ロ
リ
ー
は
、

脂
肪
と
し
て
脂
肪
組
織
に
貯
え
ら
れ
ま

す
。
体
重
に
占
め
る
体
脂
肪
の
割
合
が

一
定
の
貴
を
越
え
る
と
肥
満
で
す
。

肥
満
は
、
成
人
病
を
誘
発
す
る
重
要

な
危
険
因
子
で
す
。
そ
の
う
え
、
肥
満

で
成
人
病
に
な
る
と
死
亡
率
が
高
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
標
準
体
重
で
の

死
亡
率
を
ゆ
と
し
て
、
体
重
別
に
死
亡

率
を
計
算
す
る
と
、
5
1
H
%
太
り
す

ぎ
る
と
四
%
、
日
(
)
佐
川
河
で
凶
%
、
お

%
以
上
に
な
る
と
問
%
に
も
な
り
・
辛
子
υ

肥
満
の
予
防
や
解
消
に
、
摂
取
カ
ロ

リ
ー
を
制
限
す
る
だ
け
で
あ
る
と
、
正

常
な
生
理
機
能
に
失
調
を
き
た
し
、
か

え
っ
て
疾
患
を
招
く
こ
と
が
多
い
も
の

で
す
k

品
も
健
康
的
で
、
か
つ
実
行
可

能
な
体
重
制
節
の
方
法
件
、
減
食
レ
f

一運

動
に
よ
っ
て
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
マ
イ
ナ

ス
分
を
分
け
合
う
こ
と
で
す
。

そ
の
際
、
運
動
は
長
時
間
の
有
酸
素

運
動
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
体
脂
肪
の
動
員
が
高
ま
り
、
般

化
が
促
進
さ
れ
る
に
は
、
運
動
時
聞
が

長
く
な
っ
て
運
動
の
ギ
た
る
工
、
千
ル
ギ

l
源
で
あ
る
グ
リ
コ
1
ケ
ン
の
節
約
現

象
が
宅
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。
体
視
が
上
外
し
て
、
一
汁
が
出
る
状

態
に
な
っ
た
と
き
、
体
脂
肪
の
利
凶
が

高
ま
る
わ
け
で
す
。

額
に
行
し
て
働
い
た
時
代
に
は
、
肥

満
は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
川

代
は
健
康
ふ
つ
く
り
に
汗
を
か
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
闘
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
ひ
で
、
診
療
は
紋
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
〉
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
入
。

。3月
1
日
菊
地
医
院
冠
一
3
0
2
0
9

0
3
月
8
日
門
医
医
院
念
品
川
ノ
一
0
2
0
2

0
3
月
日
日
辻
医
院
合
吋
/
0
2
7
5

0
3
け
は
日
石
村
病
院
密
⑫
0
2
7
5

n
3
月
紅
白
書
清
水
医
院
愈
⑫
2
8
8
3

米
川
医
院
密
⑫
0
1
6
5

執

兜

健

診

0
3
月
四
日
町
体
育
箱
午
絞
l
時

1
2
時
対
象
は
出
利
引
年
4
月
、
7

け
、
日
月
生
ま
れ
の
方
。

…

三

歳

児

健

診

…

0
3
月
5
日
町
件
育
館
午
後
1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
路
年
目
月
、
昭

和
同
年
1
月
、
2
月
生
ま
れ
の
ト
刀
。

…

献

血

…

0
3
月
7
日
町
体
育
館
午
前
9
時

ー
ロ
時
マ
ム
ブ
坊
隣
保
結
午
後
1
時
日

分
f

)

3

時健
麗
ま
つ
り
…

0
2
H
7
μ
今
坊
集
会
所
午
前
叩

時
r

午
後
4
叫

一
子
宮
、
方
ン
検
診

0
3
月
日
日
漁
協
組
合
今
拍
L
之
内
マ

口
口
稲
生
小
学
校
マ
ロ
ハ
沖
浦
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
マ
日
日
町
体

育
館
時
間
は
午
後
1
時
1
2
時

0

1
片
山
川
口

0
3
月

μ
日
各
連
絡
所
午
前
向
υ

昨
ま

で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
、
日
い
し
L

げ
料
金
は
一
頭
金
百
円
。
印
鑑
を
ご
持

参
ぐ
だ
さ
い
わ

日
母

学

級

0
3
月
5
日
町
体
育
館
午
前
9
時

加
分
1
日
時
叩
八
汀
一
ア

l
マ
は
「
産
後
L

の
保
健
」
に
つ
い
て
で
す
。
お
気
較
に

ご
参
同
州
く
だ
さ
い
。

親:
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明一一一…一……一………… jレポ・続まちの先覚者…一一……一欄欄間

小
学
生
が
慰
問

1
老
人
ホ
l
ム
白
山
富

1

二
月
六
日
大
和
小
門
]

学
校
の
六
年
生
十
三
[
〕

人
が
老
人
ホ
i
ム

白

口

山
園
を
訪
れ
、
豊
年
口

踊
り
や
楽
器
演
奏
で
口

和
年
寄
り
を
慰
め
た
。
口

ま
た
、
二
月
四
日
に
旧

は
白
滝
小
の
児
童
た
日
川

ち
が
訪
問
し
て
、
学
日

芸
会
を
し
た
り
、
十
日

九
日
に
は
柴
小
の
児
口

童
が
慰
問
し
て
お
年
口

寄
り
と
と
も
に
楽
し
口

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
口

し
た
。

とれな週を性里 ~ f_ 1. 0 _ Ft_ 、ー仁

き、ど味作化親人材マップの作成を
を有のを成やの r ← 一一一}

過意提生し人会 ~福祉を語る会~
ご義言かて材出
しながす老マ動親のテボしが二 1ミ閥ン
たひ出こ入ツの和育イラて参十よかター
。とさとのプ活園成アン、加入それ l月

たで二
。社十

円J協九
E 王日
主催二
問J0ラ岸記

内一齢
各福者
種干止コ
福をミ
干止言吾ユ
回る二
f本会テ
長」イ

らがセ

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
【

町
長
を
講
師
に
迎
え

ー
公
民
館
研
究
大
会

1

二
月
十
三
日
に
出

海
公
民
館
で
、
十
五

日
に
は
豊
茂
公
民
館

で
公
民
館
研
究
大
会

が
聞
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
七
十
人
、
百
十
人

が
参
加
。
講
師
に
岡

田
町
長
を
迎
え
て
「
長

浜
町
の
今
後
の
展
望
」

と
題
し
た
講
演
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
道

路
網
の
整
備
や
働
く

場
所
の
確
保
、
町
令
つ

く
り
に
つ
い
て
の
意

見
や
要
望
が
出
さ
れ

た。

一 一

~ 

」与{k;o

口

口

口

口口口口口口口口口口口口口口口

二
月
七
日
、
長
浜

町
漁
業
協
同
組
合
(
二

宮
英
一
一
組
合
長
)
の

青
年
部
・
婦
人
部
あ

わ
せ
て
八
十
人
が
漁

港
や
そ
の
近
辺
の
清

掃
活
動
を
実
施
。
こ

れ
は
毎
年
二
凶
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
約
二
十
ト
ン

の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
、

ト
ラ
ン
ク
に
積
み
込

ん
で
、
清
潔
な
港
み
つ

く
り
に
汗
を
流
し
て

い
た
。

清
潔
な
港
マ
つ
く
り

ー
漁
協
青
年
e

婦
人
部

i

黒

川

形

黒
川
形
久
は
、
明
治

四
十
三
年
七
月
二
十
日
、

長
浜
町
長
浜
に
父
黒
川

勝
蔵
・
母
サ
カ
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。

長
浜
小
学
校
に
学
ん
だ

黒
川
は
、
特
に
図
工
科
が

抜
群
で
、
四
回
五
・
六
年

λ
叶
プ
は
満
点
で
あ
っ
た
。
大
正

f
翠
哩
士
一
年
県
立
大
洲
中
学
校

に
入
学
、
美
術
科
に
頭
角
を
あ
ら
わ

し
、
昭
和
三
年
卒
業
と
共
に
上
京
、

日
本
大
学
の
芸
術
科
に
進
み
、
五
年

間
の
油
絵
の
修
業
に
励
む
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
初
期
の
日
本
は
、

内
に
あ
っ
て
は
経
済
の
不
況
、
金
融

恐
慌
農
慌
、
休
業
銀
行
続
出
等
あ
以

外
で
は
、
済
南
事
件
、
張
作
諜
爆
死

事
件
、
そ
し
て
昭
和
六
年
の
満
州
事

変
、
同
七
年
の
上
海
事
変
、
同
十
一

年
の
二
・
二
六
事
件
、
同
十
二
年
の

日
華
事
変
と
軍
国
主
義
化
し
て
い
っ

た
時
代
で
あ
る
。

黒
川
は
、
暗
い
世
相
の
中
で
真
実

を
求
め
て
、
油
絵
の
仕
事
を
進
め
る

と
と
も
に
社
会
科
学
を
勉
強
し
、
そ

の
う
ち
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟

の
絵
画
部
に
加
入
し
、
秋
田
雨
雀
(
劇

作
家
・
小
説
家
)
小
林
多
喜
二
(
小

説
家
)
川
上
貫
一
(
政
治
家
)
村
山

知
義
(
演
出
家
)
ら
交
際
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
黒
川
が
二
十
一
歳
の

時
、
当
時
の
特
高
に
拷
問
虐
殺
さ
れ

た
小
林
多
喜
二
の
葬
儀
に
参
列
し
、

他
の
社
会
活
動
家
ら
と
検
挙
さ
れ
、

警
察
に
留
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も

久
彼
は
平

和
社
会

建
設
の

ア
ジ
ピ

ラ
を
丸

の
内
郵

便
局
内

に
配
り
、

検
挙
さ

れ
て
身
体
を
傷
め
た
為
、
東
京
の
生
活

を
打
切
り
長
浜
ヘ
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

療
養
中
の
黒
川
は
、
早
速
愛
媛
青
年

美
術
家
集
団
に
加
わ
り
、
洲
之
内
徹
・

河
本
一
男
・
岡
本
鉄
四
郎
・
畦
地
梅
太

郎
・
渡
辺
徹
・
上
向
己
平
ら
と
美
術
活

動
を
初
め
て
、
松
山
で
数
同
展
覧
会
を

聞
い
で
い
る
。

し
か
し
、
彼
の
病
気
は
結
核
で
、
当

時
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ

の
悪
化
を
予
想
し
、
新
し
く
作
っ
た
ア

ト
リ
エ
で
近
く
の
風
景
や
花
を
描
い
て

い
た
。
給
を
描
く
事
は
偽
ら
な
い
心
で

と
い
う
黒
川
、
最
後
は
美
し
い
白
百
合

を
何
枚
も
描
き
続
け
な
が
ら
、
昭
和
十

六
年
八
月
十
一
日
三
十
一
歳
で
没
し
た
。

長浜小にある「長浜大橋」

遺
作
と
し
て
、
長
浜
小
学
校
に
あ
る

「
長
浜
大
橋
」
米
川
医
院
に
あ
る
「
仁

久
風
景
」
と
、
知
人
に
形
見
と
し
て
残

し
た
色
紙
何
点
か
が
あ
る
。

そ
の
画
才
を
完
全
燃
焼
す
る
こ
と
な

く
、
青
年
画
家
と
し
て
の
短
い
一
生
を

終
っ
た
の
は
、
か
え
す
が
え
す
も
残
念

な
こ
と
で
あ
っ
た
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)
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表
立ノ
早ジ

事
業
率

中
島
さ
ん
ら
叩
人

開
志
会
活
動
に
功
績

一
月
二
十
八
日
、
町
体
育
館
で
喜
多

同
志
会
大
会
が
聞
か
れ
、
同
志
会
に
功

績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
二
宮
裕
同
志

会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

一
郡
同
志
会
歴
代
会
長
一
中
島
熊
男
(

今
坊
)
一
宮
泰
忠
(
戒
川
)
山
口
喜
久

男
(
出
海
)
西
岡
正
則
(
今
坊
)
村
本

徹
(
出
海
)
津
田
龍
雄
(
今
坊
)
松
岡

寛
一
(
櫛
生
)
{
婦
人
同
志
会
長
一
深

井
満
チ

(
A
7

坊
)
兵
頭
都
(
出
海
)
井

上
秋
子
(
今
坊
)

F 恒一一表彰・スポーツ・町県民税の申告

長
浜
体
協
A

5
位

長
浜
駅
缶

二
月
八
日
、
第
二
十
一
回
長
浜
駅
伝

競
走
大
会
が
聞
か
れ
、
一
部
(
実
業
団

ク
ラ
ブ
)
一
一
十
一
チ
i
ム
、
二
部
(
町

内
職
域
)
二
チ

i
ム
、
三
部
(
高
校
)

四
チ
l
ム
、
長
浜
中
学
校
十
チ

l
ム
あ

わ
せ
て
三
十
七
チ
l
ム
が
参
加
し
て
健

脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
チ
l
ム
ム
お
よ
び
区
間
成
績

は
次
の
通
り
、

{
一
部
]
①
帝
友
ク
ラ
ブ

1
時
間
泊
分

出
秒
②
大
洲
体
協
A

1
時
間
担
分
日
秒

③
伊
予
市
体
協
A

1
時
間
泊
分
印
秒
④

三
ツ
野
さ
ん
ら
山
人

果
実
品
評
会

一
月
二
十
八
日
、
町
体
育
館
で
果
実

品
評
会
が
聞
か
れ
、
三
ツ
野
さ
ん
ら
十

九
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

一
温
州
み
か
ん
]
①
三
一
ツ
野
東
(
出
海
)

②
三
ツ
野
正
子
(
出
海
)
②
丸
井
恒
男

(
今
坊
)
③
田
中
利
徳
(
櫛
生
)
③
西

山
一
正
(
出
海
)
マ
甘
い
で
賞
垣
見

亀
男
(
出
海
)
一
伊
予
柑
一
①
兵
頭
時
継

(
櫛
生
)
②
東
春
秀

(
A
7

坊
)
②
井
七

清
(
長
浜
)
②
丸
井
恒
男

(
A
7

坊
)
③

田
中
利
憲
(
櫛
生
)
{
大
谷
伊
予
柑
一

②
笹
本
智
章
(
沖
浦
)
③
加
納
芳
彦
(

須
沢
)
一
八
朔
一
①
田
中
利
憲
(
櫛
生
)

②
兵
頭
時
継
③
松
岡
寛
一
(
櫛
生
)
③

つ
ば
め
走
友
会
A

1
時
間
担
分
凹
秒
⑤

長
浜
体
協
A

1
時
間
出
分
幻
秒
⑥
津
島

体
協
1
時
間
部
分
幻
秒
{
二
部
一
①
長

浜
ど
ん
ぐ
り
l
ず
1
時
間
的
分

U
秒
②

田
中
堅
太
郎
(
櫛
生
)
{
向
柳
、
不
l
ブ

ル
}
③
東
春
秀
(
今
坊
)
{
ポ
ン
カ
ン
}

③
矢
間
一
義

(
A
7

坊
)

体育館前をスター卜する第一走者

長
浜
青
果
農
協
2
時
間
∞
分
前
秒
一
二
一

部
一
①
内
子
高
校
1
時
間
日
秒
日
秒
②

帝
京
第
五
高
校
1
時
間
担
分
お
秒

一
区
間
成
績
.
一
一
部
一
マ
一
区
中
越
洋

幸
(
砥
部
協
体
)
ロ
分
担
秒
マ
二
区
福

本
哲
義
(
帝
友
ク
ラ
ブ
)
日
八
万
叫
秒
マ

ゴ
一
医
国
友
敏
夫
(
大
西
ク
ラ
ブ
)
叩
分

日
目
秒
マ
四
区
源
義
徳
(
帝
友
ク
)
担
分

日
秒
マ
丘
区
崎
山
元
(
帝
友
ク
)
ロ
分

担
秒
マ
六
区
岡
旧
治
朗
(
帝
友
ク
)
叩

分
日
秒
{
二
部
}
マ
一
区
北
福
章
弘
(

長
浜
ど
ん
ぐ
り
l
ず
)
自
分
お
秒
マ
二

民
三
好
一
哉
(
岡
)
日
分
日
秒
マ
三
区

仙
波
秀
一
(
問
)
臼
分
は
秒
マ
四
区
福

岡
真
一
(
同
)
但
分
但
秒
わ
〉
五
区
光
宗

宏
和
(
同
)
日
分
目
秒
マ
六
区
白
石
憲

治
(
同
)
ロ
分

ω秒
{
三
部
]
マ
一
区

内
田
浩
二
(
内
子
高
)
担
分

U
秒
マ
二

区
藤
岡
研
次
(
同
)
ロ
分
別
秒
マ
↓
一
区

k
田
繁
利
(
同
)
叩
分
訂
秒
マ
凹
医
藤

本
裕
(
帝
京
第
五
高
)
幻
分
日
秒
マ
五

区
波
戸
善
明
(
同
)
ロ
分
担
秒
マ
六
区

中
川
玄
需
(
同
)
日
分
担
秒

即売も行われた果実品評会

お忘れなく

町
、
県
民
税
の
申
告
は
、

3
月
四
自
ま
で
で
す
。

昭
和
六
十
一
一
年
度
分
「
町
、

県
民
税
」
の
申
告
の
受
付
は

三
月
十
六
日
ま
で
で
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

今
年
一
月
一
日
現
在
に
わ

い
て
長
浜
町
に
住
民
登
録
の

あ
る
人
で
、
次
の
よ
う
な
人

で
す
。

一
給
与
所
得
者
の
場
合
一

大
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人

(
農
業
、
家
賃
、
地
代
な
ど
)

大
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
人

一
給
与
所
得
者
以
外
の
人
の
場
合
一

大
昭
和
六
十
一
年
中
(
一
月
一
日

1
十

二
月
三
十
一
日
)
に
所
得
の
あ
っ
た
人

O
営
業
や
農
業
、
そ
の
他
事
業
を
営
む

人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な

い
人
O
副
業
、
内
職
等
で
所
得
の
あ
っ
た
人

女
雑
損
、
医
療
費
な
ど
の
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人

た
だ
し
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
所
得
が
な
い
方

で
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

お早めに、

申
告
に
必
要
な
も
の

正
し
い
申
告
が
行
え
る
よ
う
、
次
の

書
類
な
ど
を
添
付
、
ま
た
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

公
町
、
県
民
税
の
申
告
書

大
給
与
所
得
税
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票

食
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
各
種
営
業

帳
薄
、
決
算
書
、
収
入
明
細
書

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
を
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

E
Iも
寸
内
¥
目
引

ω三
も

'
須
川
正
斤
1
J
(
巨

U
臣
E
J

固
定
資
産
課
税
台
帳

3
月
1
自

i
却
田

町
で
は
、
あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な

ど
の
資
料
「
間
定
資
産
課
税
台
帳
」
を

三
月
一
日
か
ら
三
月
-
一
十
日
ま
で
の
聞

に
限
り
、
役
場
税
務
課
で
無
料
で
お
見

せ
し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
固
定
資
産

に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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1
十
八
歳

以
上
、
二
十
五
歳
未
満

額

の

日

本

国

籍

を

有

す

る

心
身
共
に
健
全
な
男
子
で
、
中
学

校
卒
業
以
上
の
学
力
の
あ
る
者
。

二
、
試
験
期
日
お
よ
び
試
験
場
H
H

受
付
の
と
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
、
試
験
科
目

1
筆
記
試
験
(
国

語
、
数
学
、
社
会
、
作
文
)
・
身
体

検
査
・
口
述
試
験
・
適
性
検
査

四
、
そ
の
他
H
志
願
書
類
の
請
求

お
よ
び
く
わ
し
い
こ
と
を
知
り

た
い
か
た
は
、
役
場
住
民
課
ま

た
は
、
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡

部
大
洲
募
集
事
務
所
(
登
山
仕

4
1
2
3
)

へ
ど
う
ぞ
。

寄
付
諜
納

O
昭
和
六
十
一
年
度
大
和
保
育
所
母
の

A
E
-
-
電
気
洗
濯
機
を
大
和
保
育
所
へ
。

引
っ
越
し
の
と
き

電
気
も
お
志
れ
な
く

|語

月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

¥

仁

久

豊

岡

武

則

(

二

六

)

/
広
島
市
新
谷
美
恵
子
(
二

O
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

沖

浦

武

田

守

二

男

須

沢

漬

田

勝

徳

二

女

長

浜

大

橋

由

和

長

女

長

浜

漬

田

毅

長

女

長

浜

和

田

誠

コ

一

女

仁

久

高

坂

辰

三

長

女

A
7

坊

津

田

博

幸

長

女

下

須

戒

鎌

田

圭

二

長

女

下

須

戒

山

田

謙

二

長

男

お
く
や
み

住

所

白

滝

戒

川

中・

4

南

下
須
戒

A
7

坊

白

滝

青

島

中
a

中用

、
干
、
、
イ

長

浜

和菜さ祐仁美由智祐児
く美

哉那ら子美穂枝恵也名

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

山
火
事
を
防
ご
う

火
災
予
防
運
動

3
月
問
自
ま
で

空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
の
発
生
し
や

す
い
季
節
で
す
。
タ
バ
コ
や
マ
ッ
チ
の

投
げ
捨
て
、
た
き
火
の
不
始
末
な
ど
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

電話の工事はお早めに

3月から 4月にかけては、転勤

などで電話の移転工事がたいへん

混みあいます。長浜町内の電話工事は、毎週火曜日と木

曜日が工事日になっています。引っ越し、家の増改築な

どで電話を移転する場合は、早めにご注文ください。

NTT伊予長浜電報電話局 TELl16番

氏

名

清
水
ト
シ
ヱ

丸
旧
八
津
f
T

中

川

豊

山
口
ヒ
メ
ノ

魚
見
栄
一

鎌

田

徳

衛

播

磨

保

夫

小

西

清

勝

新
田
笹
一

死
亡
年
齢

(九

O
)

(
七
三
)

(
五
九
)

(
五
二

(
五
七
)

(
八
四
)

(
七
六
)

(
六
四
)

(
七
七
)

監事官官

コーナー

看Eがきた挙手がきたどこにき

た。山にきた里にきた野にも

きた。春はやっぱり待たれる

季節であり嬉しい季節である。

人生もやはり春になぞえられ

る青春時代が最も輝かしく最

も素晴らしい。さりながら季

節の春は毎年々々回り回って

来るものの人間の青春は過ぎ

去った後再び帰ってはこない。

その無常と悲哀に泣いた人も

どれほど多かったことかA と

ころが最近人間の青春も無限

に回帰するのではないかと思

うようになった。一道に秀で

た人々に出遇ったときその人

の内奥からさわやかに濠み出

てくるもの、正にそれは青春

そのものの J怠R欠で、あることカf

感じられる。壮年熟年老年の

別を問わない。夢や希望が一

杯に溢れている。みずみずし

い表情、情熱が燃えさかって

いる。若い斗志も若い感傷も

失われてはいな Po そのよう

な人に出会ったとき我々は感

動するA 長浜町も回帰する青

春の町でなければならぬ。凡

俗が過去の青春を想い出とす

るだけの無気力に生きるよう

な町であってはならない。春

がきた春がきた個Tにきた。町

の青春はひとりでにやってく

るものでなく住民全部でつく

るものであることも忘れまい

ぞ。

む定哀3

一
編
集
後
記
鮒

引
っ
越
し
、
異
動
、
転
勤
な
ど
気
ぜ

わ
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
会
社
や

役
所
に
と
っ
て
は
年
度
末
で
あ
わ
た
だ

し
い
毎
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
窓
口

な
ど
も
混
雑
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の

で
転
居
届
な
ど
は
余
裕
を
も
っ
て
届
け

出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
大
学
で
の
研
究

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
「
父
親
の

存
在
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

y
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
イ
ジ
メ
や
非
行
に
走
る
少
年
少

女
は
、
父
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
欠
け
て
い
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
日

和
も
よ
く
な
り
、
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
機
会
も
利

用
し
て
、
親
子
、
隣
人
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
た

い

も

の

で

す

。

(

お

)

数

人口をふやしましょう

2月 1日現在 前月との比較

12，034人 1人増
人 仁j (男 5，67川 23 人人減増)女 6，358人

世帯数 3，823世帯 7世帯増

帯世ロ人


